
14．その他の試験  

（1）ラット精巣間細胞の増殖活性に及ぼす影響に関する試験  

SDラットを用いた2年間慢性毒性／発がん性併合試験［11．（2）】において精巣   

間細胞腫及び精細管萎縮の発生頻度が増加したため、本試験はこれらの病変が   

検体投与によるものか否かを検討する目的で実施された。まず、90 日間亜急   

性毒性試験【10．（1）】における精巣問細胞の増殖活性を測定し、次に4週間追加   

試験を行って、血清中のホルモン濃度分析を含め精巣機能全般にわたる検体投   

与の影響を検索した。  

① PCNA抗原を指標とした精巣間細胞の増殖活性の測定  

SDラットを用いた90日間亜急性毒性試験［10．（1）】における0及び3，000   

ppm投与群の最終計画殺時の精巣（一群8匹）から薄切標本を作製し、増殖   

細胞核抗原（PCNA）に対する免疫染色が実施された。  

PCNA標識率には検体投与に関連した影響は認められず、PCNA抗原を指   

標としたラット精巣間細胞の細胞増殖活性に影響は認められなかった。（参照6、  

11、12）  

（診 ラットを用いた混餌投与による4週間追加試験  

SDラット（一群雄14匹）に、原体を0、4、16及び64mg／kg体重／日の用   

量で4週間混餌投与し、投与終了後に血清中のホルモン（エストラジオール、   

黄体化ホルモン（LH）、プロラクチン、テストステロン）の濃度分析、精巣の   

StageVIIの精細管における精祖細胞、プレレプトテン期精母細胞、パキテン   

期精母細胞、及び円形精子細胞に関する生殖細胞指数の算出、精巣問細胞の   

BrdU標識率の算出が行われた。  

精巣及び精巣上体に組織学的病変は認められず、血清中の各ホルモン濃度、   

StageVIIの精細管の生殖細胞指数及び精巣間細胞のBrdU標識率にも、検体   

投与に関連する影響は認められなかった。従って、本剤を64mg／kg体重／日の   

用量で4週間混餌投与しても、ラットの精巣機能に関連するホルモンの血中濃   

度、精巣問細胞のBrdU標識率を指標とした細胞増殖活性及び精子形成能に影   

響はないと考えられた。（参照6、12）  

（2）ラットを用いた肝薬物代謝酵素活性に及ぼす影響に関する試験  

SDラット（一群雄12匹）に、原体を0、1，000、及び2，000ppmの用量で   

4週間または13週間混餌投与し、投与終了後に肝ミクロソームの蛋白量、チ   
トクロームP－450量、ECOD及びPROD活性が測定された。  

2，000ppm投与群では、雄全例に肝比重量の増加及び′ト集中心性肝細胞肥大   

が認められた。雌では、1，000及び2，000ppmの4週間投与で肝絶対・比重   

量増加が認められたが、13週間投与では肝重量の増加は認められず、肝細胞  

」軌－   



肥大も認められなかった。いずれの投与群においても、チトクロームP－450  

量及び肝薬物代謝酵素活性には検体投与による影響は認められなかった。（参  

照12）  
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Ⅲ．食品健康影響評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬及び動物用医薬品l‾ェトキサゾール」の食品   

健康影響評価を実施した。  

ラットに投与きれたェトキサゾールの吸収及び主として糞中への排泄は速や   

かであった。臓器・組織への蓄積は認められないものの、肝臓に高濃度に分布す   

ることが明らかとなった。この特徴はエトキサゾール投与により、供試動物に共   

通して認められた肝臓に対する毒性の発現に関与していることが示唆された。  

ェトキサゾールの供試作物における残留性は低く、果実（または可食部）への   

浸透移行性は極めて小さいと考えられた。また、作物体内における代謝試験の結   

果から、農産物中の暴露評価対象物質をエトキサゾール（親化合物のみ）と設定   

した。  

各種毒性試験結果から、エトキサゾール投与による影響は主に肝臓に認められ   

た。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び生体において問題となる遺伝   

毒性は認められなかった。  

評価に用いた各試験の無毒性量等は表21に示されている。  

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値は、ラットを用いた2   

年間慢性毒性／発がん性併合試験②の1．83mg／kg体重／目であったが、2年間慢性   

毒性／発がん性併合試験①の無毒性量が4．mmg／kg体重／目であり、この差は用量   

設定の違いによると考えられ、4．01mg／kg体重／日を根拠として、安全係数100   

で除した0．04mg／kg体重／日を一目摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．04mg／kg体重／日  

慢性毒性／発がん性併合試験  

ラット  

2年間  

混餌  

4．01mg／kg体重／日  

100   

ADI   

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認  

することとする。  
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表21各試験における無毒性量の比較  

投与量  無毒性量（mg／kg体重／日）1）  
動物種  試験  

（mg／kg体重／日）  農薬抄録   米国2）   豪州   

ラット   雄：6．12   雄：6．12   雄：6．12  
●l；；；…  雌：20．5   雌：20．6  

亜急性   

毒性試験  
雄：0、＆ほ、18．3、618、184  雌雄：肘細胞肥大  雌雄：月蘭勤ロ  

雌：0、6．刊＝、却鼠（沿．0、2（追  

知日問   
無毒性量は設  

亜急性  定されない   定されない  

継験  
②   

0、4、16、64  
雄：4．01   雄：4．01   雄：4  

2年間  雌：16．1   雌：16．1  雌：16  

慢性謝封  
発がん性  

雄：月謂蜘ヒ重量増加等  雌雄：肝毒性田重  

雄：0、401、16．1、弘4  雌：LDH増加  量増加及び血簗コ  

雌：0、4旧、16．1、組5  レステローづし増拍  

傑がん性ほ認められなしう  （発がん性は認め  

られなしう  られなしう  

0、∈札5，0∝）、10，（XX）ppm  
雄：1．83  雄：1．お  

2年間  雌：2．07  雌：2．α7  

慢l蛸婁  

発がん性  
雌雄：月刊簸援び比  

碓：0、1お、1g7、誤；  重量［勤m切歯エナ  

併合試験     雌：0、ま07、216、445  メル棚常等  （発がん性は認め  

（発がん性は認め  

られなしう  

0、餅）、400、ZO∝）Ipm  
親動物   親動物：17．0   親動物：20  

P雄：28．2Fl雄：31．7  児動物：37．9  児動物：20  

P雌：159Fl雌：172  

児動物  親動物：月帯ヒ重量噌   親動物：月弔七童量増  

P雄：公．2 Fl雄：31．7   
択  

加㈱   加  

繁殖試験  
P雌：33．4Fl雌：35．6  児動物；生存鞘貯下  

等  
Fl雄：0、6．慧）、3L7、157  
Fl雌：0、6．78、35．6、172                                   親動物：月刊盛畳増加  （繁殖能に対する   

児動物：生存率低下等   影響は認められな  影響は認められな  

（繁殖個こ対する影響は  し1   

認められなしう  

母動物：2〔沿   母動物：2〔沿   母動物：200  

胎児：1，∝沿   月軋星：1，〔咲）   胎児：1，㈱  

発生毒性  0、40、200、1，000  
母動物：摂餌墨減少   母動物：手強榔沙  母動物：摂餌量減少  

試験  胎児：毒睦所握力し   月組巳：毒性所見なし  胎児：毒性所見なし  

灯蹄形性蕾2められなしう   “臣奇形性は認め  

られなしう   られなしう   

マウス   雄：55．1   雄：55．1   雄：55  

E炬日間  
0、1（札4（刀、ぴ00、6，4〔Dppm  

雌：251   雌：251   雌：2∈氾  

亜謝生  
毒性試験  雌雄：月刊色村及び比違量増加等  雌雄：月刊録掛ヒ  

重畳＝断［障   重量L勤［醇   
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投与量  無毒性量（mg／kg体重／目）1）  
動物種  試験  

（mg几g体重／日）  農薬抄録   米国2）   豪州  

0、15、60、240  
雄：弧1  雄：弧1  60  

雌：弧5  雌：弧5  

18カ月間  雄：／」、葉中心憧肝細胞脂肪化等    雄：／」喫坪心性肝細   雄：／J嚢中心闇岡田  
発がん性  

雌：月市境定量増加  月謝諸方rヒ等  月謝諸方化等  
試験  

雌：月葡麒曽加  
十  雌：0、15．1、∝I．5、a43  

揆がん性ほ認められなしう  （発がん性は認め  

られなしう  られなしう  

雄：2吸  雄：2更  
（し2，250、4，500ppm  

雌：別3  雌：2∠B  

18カ月問  
雄：′」凛坪ノL十朝刊即包  

発がん性  
月卸北  脂航化  

試験  雌：月社歴勤口  

②  

序芭がん′性は認めら  

れな′う  れなバ   

ウサギ   母動物：2〔沿   母動物：2〔沿   母動物：200  

月組已：2（刀   胎児：2α）   胎児：2（沿  

母動物：体重増加抑制等   母動物：体重【勤駒  母動物：体塾怒り［抑  

発生毒性  月組已：骨悔規土塀頻度増加  制等  
0、40、200、1，000  

試験  月払巳：骨格変異増加  

灯臣節閻虫ヨ認められなしう   澗奇形性は認め  

られなしう  られなしう   

イヌ   雄：5．33   雄：5．33   雄：5．33  

∈沿日間  
0、茨X）、之0∝）、10，㈱Ⅰ甲m  

亜急性  
雌：5．42   雌：5．42   雌：5．42  

毒性試験  
雄：0、5．ま∋、53．7、2腿  

雌：0、5．42、55．9、277  
雌雄：月謂霹確弥び比重量増加等  雌雄：月制酸妄  雌雄二肝重量増加等  

雄：4．62   雄：4．62   雄：4．6  
1年間  

慢性毒性  雌：4．79   雌：4．79   雌：4．8  

試験   
雄：0、462、Z∋．5、116  

雌：0、479、三B．8、117  雌位：月刊鋲J及び比産屋増加罵  雌雄：揖増加等  雌雄：月謝［辟   

NOAEL：4．01   NOAEL：4．62  NOAEL：4  

ADI（cRfD）  SF：1（刀   UF：1∝）   SF：1〔沿  

ADI：0．似   （R8〕：0．（）46   ADI：0．04   

・ラット2年間慢性  

ラット2年間慢性雛  
ADI（cRの）設定根拠資料  発がんl脚験   性試験  イヌ1年間慢性毒    毒卜封発がん性併合 試験  

イヌ1年間慢性毒  

性試験   

NOAEL：無毒性量 SF：安全係数 ADI：一目摂取許容量 UF：不確実係数 cRfD：慢性参照用量   
／：試験記載なし。   

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見を記した。   

2）：FederalRegisterVol．70，No．70（参照8）に基づいた。  
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＜別紙1：代謝物／分解物等略称＞  

記号   略称   化学名   

2，5－YI  2，5－オキサゾリン   （原体混在物）   

R2  酸ーヒオキサゾリン   
2－（2，6－difluorophenyl）－4・［2－ethoxy－4・（1－hydroxymethyl－1－  

methylethyl）phenyl］－4，5－dihydro－0ⅩaZOle   

R3  ジベンズアミド   N（2，6－difluorobenzoyl）・4－tert－butyl－2－ethoxybenzamide   

R4  アミドアルコーソレ   N（2，6－difluorobenzoyl）－2－aminoT2－（4－teZ・t－butyl－2一  
ethox henyl）ethanol   

R5   
酸化工トキシ   N（2，6－difluorobenzoyl）d2－amino－2－［4－tert・butyl－2一（2・hydroxy－  

アミドアルコーソレ   ethoxy）phenyl］ethanol   

R6  酸化アミドアルコーづレ   
N（2，6－diflt10rObenzoyl）－2－amino－2・［2－ethoxy－4－  

（1－hydroxymethyl－1－methylethyl）phenyl】ethanol   

R7  アミノエステル   
2・amino－2・（4－tel・t－butyl－2・ethoxy－Phenyl）ethy12，6－difluoro－  

benzoate   

R8   フェニルグリシノーソレ  2－amino－2・（4－tert－butyl－2－ethoxy－phenyl）ethanol   

R9  フェニルグリシン   4－teTt－butyl－2－ethoxyphenyl－glyclne   

RlO  ベンゾイルグリシン  N（2，6－difluorobenzoyl）glycine   

Rll  ジフルオロ安皇香酸  2，6－difluorobenzoicacid   

R12  エトキシ家臣香酸   4－tel・tbutyl－2－ethoxybenzoicacid   

R13  オキサソしっレ   4・（4－teZrt・butyl－2－ethoxyphenyl）－2－（2，6・difluorophenyl）0ⅩaZOle   

N－ホルミルアミノ   NfbrmylT2－amino－2－（4－teTtbutyl－2－ethoxyphenyl）ethyl  

R14       エステル   2，6－di－nuOrObenzoate   

R15  ベンズアミド   4・te］ナbutyl－2－ethoxybenzamide   

オキサゾリン   2・（2，6－difluorophenyl）－4－［2－ethoxy寸（1－hydroxycarbonyTl・  

R16       カルポン酸   methylethyl）phenyl］－4，5－dihydro－0ⅩaZOle   

酸化フェニソレ   2－amino－2－【2・ethoxy－4－（1－hydroxy－methyl－1－methylethyl）  

R24       グリシノーづレ   phenyl］－ethan01   

DFB  DFB   2，6－difluorobenzamide   

フェニルグリシノール  2－amino・2－［2－ethoxy－4－（1－hydroxy－Carbonyl－1－methylethyl）  

Metl       カルポン酸   phenyl】－ethanol   

Met4  水酸化オキサゾリン   
4－（4－tert・butyl・2・ethoxyphenyl）－2－（2，6－difluorophenyl）－4 または  

5Thydroxy・4，5－dihydrooxazole   

1B  極性成分   （Rllの抱合体を含む3種の代謝物から成る極性代謝物群）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比   アルブミン／グロブリン比   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALP   アルカリホスファターゼ   

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
AIJr  

（＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT））   

APTT   活性化部分トロンポプラスチン時間   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

（＝グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT））   

BrdU   5－ブロモー2’－デオキシウリジン   

C皿aX   最高濃度   

CMC   カルポキシメチルセルロース   

CPK   クレアチンホスホキナーゼ   

ECOD   エトキシクマリンー（｝デェチラーゼ   

GGT   
γ－グルタミルトランスフエラーゼ  

（＝†－グルタミルトランスペプチダーゼ（†－GTP））   

Glob   グロブリン   

Hb   ヘモグロビン（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

LDH   乳酸脱水素酵素   

MCV   平均赤血球容積   

PCNA  増殖性細胞核抗原   

PHI   最終使用から収穫までの日数   

PIJr   血小板数   

PROD   ペントキシレゾルフィン・αデペンチラーゼ   

PT   プロトロンビン時間   

RBC   赤血球数   

Tl／2   消失半減期   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Bil   総ビリルビン   

T．Chol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

Tmax   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

j鮎＿  
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  

作物名  残留値（mg／kg）  
（裁板闇冶  験  

拐斬部関 実施年度    圃 場  （日）  エトキサゾール  R3  R7  
掛   

数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

あずき  

（露地）  
7   0．06  0．04史   0．01   0．01☆   0．03   0．02☆  

2  100S  2  14   0．04  0．02☆   0．01   0．01★   0．02   
（車乞燥子実）  

0．01☆  

21   0．02  0．01☆   く0．01   く0．01   0．01   0．01☆   
1滑7年度  

ナス  
1   0．14   0．12   0．02   0．01☆   0．01   0．01☆  

（施設）  
2  100S  3   0．14   0．10   0．01   0．01火   0．01   0．01☆  

（果実）  
7   0．06   0．04   0．01   0．01☆   0．02   0．01★   

1璧6年度  

ナス  

（施設）  
1   0．07  0．04央   ＜0．01   ＜0．01   0．02   0．01☆  

2  67W   3   0．05  0．03☆   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  
（果実）  

7   0．02  0．02★   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
1〔駈年度  

きゆうり  

（施設）  
0．07   0．06   0．02   0．01★   0．02   0．01☆  

2  100S  1   3   0．10   0．06   0．01   0．01央   ＜0．01   ＜0．01  
（果実）  

7   0．04   0．02   0．02   0．01★   0．01   0．01☆   
1E仁6年度  

スイカ  

（施設）  
0．01  0．01☆   ＜0．01   く0．01   ＜0．01   ＜0．01  

2  100S  2   3   0．01  0．01★   ＜0．01   く0．01   0．01   0．01★  
（果実）  

7   0．02  0．01火   く0．01   ＜0．01   0．01   0．01★   
1淡路年度  

1  0．02  ＜0．01  く0．01  

スイカ  
3  0．03  ＜0．01  ＜0．01  

（施設）  
7  0．03  ＜0．01  ＜0．01  

（果実）  

2  125W  2  

1  0．03  
2（rO年度  

3  0．02  

7  0．03   

メロン  

（施設）  
＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01  

2  100S  2   3   く0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  
（果実）  

7   く0，01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   ＜0．01   
1繁治年度  

とうがん  
0．02  0．02  

（施設）  
2  150S  2   3  0．04  

（果実）  
7  0．03  

邪年度  

みかん  

（施設）  
21   0．02   0．01   ＜0．01   く0．01   0．02   0．01☆  

2  250S  2  30   0．02   0．02   0．01   0．01☆   0．02   0．01☆  
（果肉）  

45   0．02  0．01★   く0．01   ＜0．01   0．01   0．01★   
1璧粗年度  

みかん  
21   1．91   1．32   0．09   0．06   1．47   

（施設）  
0＿99  

2  250S  2  30   2．20   1．44   0．16   0．08   1．78   0．98  
（果皮）  

45   2．03   1．07   0．06   0．06   1．53   0．72   
1恥1年度  

＿3㌍   



試  

作物名  残留値（mg／kg）  

保持形紛  
験  

圃  
使用量  回   

偏稽吋劫      場  毎a舶）   数 国  PHI （日）  
エトキサゾール  R3  R7  

実施年度      数  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

みかん  
21  ＜0．01  ＜0．01   く0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

（施設）  

2  250 ～400W  2                    胴1  ＜0．01  ＜0、01   ＜0，01   ＜0．01   ＜0．01   
（果肉）  

く0，01  

45、46  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
1繁6年度  

みかん  

（施設）  
21   0．54   0．42   0．07   0．04   0．20   0．17  

（果皮）  2  250 ～400＼∨  2                    謀ト31  0．52   0．36   0．04   0．03   0．18   0．11  

45－－46  0．28   0．23   0．04   0．03   0．15   0．09   
1鮎年度  

みかん  
0．20  

（施設）  
3  0．16  

（果肉）  2  250 ～300S  2   7  0．10  

10～14  
独年度  17～21  

みかん  
1  3．84  1．94  

（施設）  
3  3．71  2．03  

（果皮）  2  250 ～300S  2  7  3．48  1．70  

10→14  1．69  
独年度  

17（セ1  1．25  

なっみかん  

（露地）   

21   0．01  0．01央   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01  

（果肉）  
30   0．02  0．01☆   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

45  ＜0．01  く0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
1琵14年度   

＜0．01   

なっみかん  

（露地）   

21   0．38   0．31   0．02   0．01☆   0．33   0．22  

（果皮）  

30   0．41   0．26   0．03   0．01★   0．20   0．17  

45   0．32   0．27   0．02   0．02   0．40   
1瑛）4年度   

0．23   

なっみかん  
21   0．01  0．01★   ＜0．01   ＜0，01   ＜0．01   ＜0．01  

（露地）   

（果肉）  
30  ＜0．01  く0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01  

45  ＜0，01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
1瓢年度   

なっみかん  
21   0．63   0．44   0．05   0．03★   0．29   0．12  

（露地）   

（果皮）  
30   0．41   0．26   0．05   0．03   0．16   0．09  

45   0．22   0．15   0．04   0．02   0．20   
1淋年度   

0．08   

摘力丸ノ  
21   0．16   0、13   ＜0，01   0．01★   0．09   0．04  

（露地）   

（果実）  
30   0．07   0．08   ＜0．01   0．01☆   0．05   0．03☆  

45   0．05   0．04   0．02   0．01★   0．07   0．03★   
1淡路年度   

増8＿   



試  

作物名  残留値（mg／kg）  
験  

使用量  回   

色血ba）   数 国  PHI （日）  

エトキサゾール  R3  R7  

（鵬 （分析部崗 実施年度    園 場 数  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

14  0．07  0．05  

21  0．06  0．04  

なつみカ坑ノ  
28  0．05  0．04  

（露地）  
42  0．05  

（果実）  
2  250S   

2  14  0．10  0．08  
2〔鵜年度  21  0．09  0．07  

28  0．08  0．06  

42  0．06  0．05  

ゆず  
0．12   0．12   0．01   0．01   0．01   

（露地）   21  
0．01  

（果実）  
0．06   0．06   0．01   0．01   0．01   0．01  

45   0．02   0．02   0．02   0．02   0．02   0．02   
1搬年度   

ゆず  

（露地）   

21   0．07   0．06   0．03   0．03   0．10   0．08  

（果実）  

30   0．02   0．02   く0．01   く0．01   0．09   0．07  

45  ＜0．01  く0．01   く0．01   く0．01   0．06   0．05   
1璧6年度   

ゆず  
（露地）  

1  250S  2   14 21   
0．10  0．10  

（果実）  0．07  0．07   

2∝は年度  

りんご  
13～14  0．12   0．07   ＜0．01   ＜0．01   0．06   0．02  

（露地）   

（果実）  

0．03   ＜0．01   ＜0．01   0．02   0．01☆  

30   0．04   0．02   く0．01   く0．01   0．03   0．02☆   
1測年度   

1：卜14  0．04  く0．01  く0．01  

斑ト21  0．03  ＜0．01  く0．01  

りんご （露地） （果実） 1珊度  2  250 ～312W  2  

28  0．05  0．02  く0．01  ＜0．01  

13～14  0．05  

茨ト21  0．04  

28   0，05  0．03  

38  
－39－   



試  
残留値（mg／kg）  

回   

作物名 （栽上蔀憐鼻 ㈱  毎誠心由    国   （日）  エトキサゾール  R3  R7  

場  
実施年度  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

なし  
14   0．12   0．10   0．05   0．02   0．01   0．01★  

（露地）   

21   0．08   0．04   0．06   0．03★   0．05   0．02  
（果実）  

30   0．04   0．03   0．06   0．03央   0．02   0．01★   
1測年度   

なし  

（露地）  
14   0．08   0．04   0．03   0．02   0．02   0．02  

（果実）  2  225 ～250W  2  21   0．04   0．02   0．02   0．02   0．01   0．01☆  

30   0．01  0．01★   0．02   0．01☆   0．02   0．01   
1漉年度  

びわ  

鵬  
7   ＜0，01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   ＜0．01  

（果実）  

2  300S  2  14  く0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

21  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   く0．01   ＜0．01   
1E灯7年度  

もも  

（露地）  
7   ＜0．01  ＜0．01   く0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

（果肉）  

2  250S  2  14  ＜0．01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01  

21  ＜0－01  ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   ＜0．01   
1淡路年度  

ネクタリン  

（露地）  200  
7  0．18  

（果実）  

2  
～250S   

2  14  0．11  

21  0．08   
2（X造年度  

スモモ  

（露地）   150  
2   

7  0．19  

（果実）  ～200S  
14  0．13  

21  0，08   
2∝烙年度   

おうとう  

（施設）   

14   0．18   0．12   0．03   0．02☆   0．10   0．06  

（果実）  

21   0．11   0．05   0，03   0．02☆   0．17   0，08★  

麗卜讃）  0．07   0．03   0．03   0．02★   0．10   0．05★   
1鮎年度   

イチゴ  

（施設）  
1   0．16   0．11   ＜0．01   く0．01   0．10   0．07  

2  100S  1  3   0．19   0．12   ＜0．01   ＜0．01   0．12   0．07  
（果実）  

7   0．07   0．06   く0．01   ＜0．01   0．09   0．05   
1淡路年度  

イチゴ  

（施設）  
1  0．11  0．08  ＜0．01  ＜0．01  

2   
7．5SM  

（果実）  

3  0．09  0．06  ＜0．01  ＜0．01  

（購几）   7  0．06  0．05  ＜0．01  ＜0．01  
19芙）年度  

ブドウ  

（施設）  
7   0．17   0．09   ＜0．01   ＜0．01   0．10   0，05  

（果実）  

2  175S  14   0．15   0．08   0．01   0．01★   0．10   0．07  

21   0．07  0．04☆   ＜0．01   ＜0．01   0．07   0．04   
1邪年度  

彗0＿   



作物名  残留値（mg／kg）  

（栽培働靭  
囲  

使用量  

浣斬部位  転a班は）   

エトキサゾール  R3  R7  

場  
実施年度   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

マンゴー  

（施設）  
7  0．10  0．06  

2  200S  2  14  0．05  0．03  
（果実）  

21  0．03    0．02丈   
2（X洛年度  

いちじく  

（施設）   0．13   0．11   ＜0．01   ＜0．01  

ロ  175 ～200S  ロ   3   0．11   0．08   ＜0．01   ＜0．01   

2001、2（X妃  7   ＜0．09  0．03☆   く0．01   ＜0．01   

年度  

茶  

（露地）   

2  400S  1   14   
6．40   3．92   0．09   0．06☆   1．39   0．86   

（荒茶）  3．09   1．50   0．06   0．04☆   0．69   0．32   

1麗灯年度  

茶  

（露地）  2  400S  ロ   14   0．06   0．04   ＜0．02   ＜0．02   0．02   0．02★   

（浸出盲夜）  21   0．03  0．02★   ＜0．02   ＜0．02   0．02   0．02☆   

1澗年度  

ホップ  

（露地）  
7～8  6．68   4．84   0．25   0．18   2．19   1．30  

2  350S                      14～15  3．99   3．04   0．15   0．12   2．10   0．92  
（乾花）  

21～22  2．21   1．72   0．12   0．08   0．72   0．34   
1禁）7年度  

注）・使用欄にS印はフロアブル剤、W印は水和剤、SM印はくん煙剤を用いた。   

・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は、定量限界値を検出したものとして計算し、  

咋ロを付した。   

・全てのデーータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均にくを付して記載した。  

40  
－41－   
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